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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉野正剛君） ただいまから平成３１年第１回佐呂間町議会定例会を開会いたし

ます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（吉野正剛君） この際、諸般の報告を行います。 

 事務局長。 

〇議会事務局長（鈴木英樹君） 諸般の報告をいたします。 

 本日の欠席及び遅参届け出等の議員はございません。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、２番、髙橋議員、３番、船木

議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議案第１号ないし日程第８ 議案第７号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第２、議案第１号 平成３１年度佐呂間町一般会計予算、日

程第３、議案第２号 平成３１年度佐呂間町簡易水道特別会計予算、日程第４、議案第３

号 平成３１年度佐呂間町国民健康保険特別会計予算、日程第５、議案第４号 平成３１

年度佐呂間町公共下水道特別会計予算、日程第６、議案第５号 平成３１年度佐呂間町介

護保険特別会計予算、日程第７、議案第６号  平成３１年度佐呂間町介護サービス事業特

別会計予算、日程第８、議案第７号 平成３１年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計予算

を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。なお、提案理由の説明につきましては、政策

的に特に重要なものについてのみ説明をお願いいたします。 

 議案第１号より順次説明を願います。 

 企画財政課長。 

〇企画財政課長（玉井伸一君） それでは、議案第１号を説明いたします。 

 議案第１号 平成３１年度佐呂間町一般会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページです。第２表、地方債。起債の目的、限度額の順に説明し、起債の方法、利



率、償還の方法は説明を省略させていただきます。ミニホイールローダー購入事業、４１

０万円、過疎債。老人アパート及び職員寮解体事業、８７０万円、過疎債。ふれあいバス

運行事業、３，０８０万円、過疎債。サンガーデンさろまデイサービス車両購入事業、１，

１１０万円、過疎債。遠軽地区地域医療対策連携事業、８６０万円、過疎債。リサイクル

施設建設事業、２，８２０万円、過疎債。道営畑地帯総合整備事業、１１０万円、過疎債。

道営畑地帯総合整備事業（営農用水）、６，１２０万円、過疎債。漁港修築事業（水産物供

給基盤機能保全事業）、７３０万円、過疎債。漁港修築事業（漁村再生交付金事業）、６０

万円、過疎債。プレミアム付商品券発行事業、２，０００万円、過疎債。キムアネップ休

憩所改修事業、４００万円、過疎債。若里基線道路整備事業、２，８００万円、辺地債。

次のページです。佐呂間３０号道路整備事業、２，６００万円、過疎債。長寿命化修繕事

業、１，８３０万円、過疎債。消防車両購入事業、１，２１０万円、過疎債。防災行政無

線整備事業、８６０万円、緊急防災・減災事業債。浜佐呂間小学校改修事業、２，８１０

万円、過疎債。配送車更新事業、９００万円、過疎債。臨時財政対策債、９，０００万円、

臨時財政対策債です。 

〇議長（吉野正剛君） 副町長。 

〇副町長（斉藤裕美君） それでは、参考資料を説明する前に、予算編成に当たっての基

本的な考え方につきまして説明をさせていただきます。 

 平成３１年度の国の予算の基本的な考え方につきましては、今定例会の冒頭町長から町

政執行方針にてその内容を述べておりますので、私からは平成３１年度の地方財政対策の

ポイントを簡略に説明させていただきます。国の一般会計総額１０１兆４，５７１億円の

うち、地方の安定的な財政運営に必要な地方税や地方交付税等の一般財源総額について前

年度より５，９１３億円、率にして１％増の６２兆７，０７２億円と平成３０年度地方財

政計画を上回る額を確保するとしており、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入

の増加が見込まれるとともに、経費全般について徹底した節減、合理化に努めたが、社会

保障関係費の自然増が見込まれることなどにより４兆４，１０１億円の財源不足が生じ、

平成８年度以来２４年連続して地方交付税法第６条の３第２項に基づき特別交付税の規定

に該当することとなったと。この財源不足について平成２９年度に講じた平成３１年度ま

での制度改正に基づき、従前と同様の例により補填措置を講ずることとした結果、国と地

方が折半して補填すべき財源不足は生じないこととなりました。このことから、地方交付

税総額は１６兆１，８０９億円の計上となり、結果として対前年度比１．１％増の１，７

２４億円の増額となっております。 

 以上が国が示した地方財政の見通しと対する予算編成についての考え方の一端でありま

すが、これらを踏まえ本町の当初予算の編成を行いました。歳入歳出それぞれの主な内容

につきまして、別冊の平成３１年度第１回町議会定例会の参考資料、ピンクの表紙のもの

ですけれども、この中で昨年度に比べ大きく異なっている点をご説明申し上げます。 

 参考資料の１ページをお開き願います。初めに、平成３１年度各会計歳入歳出予算につ



いてでありますが、一般会計の当初予算は４９億３，２１８万３，０００円となり、対前

年度比２．１％減の金額にして１億４６８万３，０００円の減額となります。この中で前

年度から減額となりました１，０００万円を超える大きな事業につきましては、健康管理

システム導入事業、佐呂間コミュニティセンター改修事業、高齢者福祉住宅建設事業、道

営草地整備事業（オホーツク佐呂間地区）、除雪機購入事業、佐呂間市街地排水処理事業な

どが終了をしております。本年度新規の大きな事業につきましては、ソフト事業としてパ

ソコンＯＳ等更新事業、舗装路面性状調査事業、今年度の事業費は大きくありませんが、

災害時の情報伝達を確実なものとする戸別受信機を全戸に設置するための調査業務として

防災行政無線整備事業に着手するとともに、平成３３年度から４２年度までを事業期間と

する第５期総合計画策定事業の２年目として本格的な協議を進めてまいります。ハード事

業では、サンガーデンさろまデイサービス車両購入事業費補助金、浜佐呂間小学校改修事

業を実施いたします。継続事業としましては、遠軽地区広域組合負担金としてマテリアル

リサイクル推進施設建設事業、多面的機能支払交付金事業、道営畑地帯総合整備事業の若

佐地区、サロマ東部地区の負担金、民有林や町有林の造成保育事業、浜佐呂間漁港の修築

事業、公営住宅西富団地外壁等改修工事、町道整備事業、ＩＣＴ教育環境整備事業（若佐、

浜佐呂間小学校分）などであります。 

 続きまして、特別会計でございますが、６特別会計の総額は２３億９，８８５万円とな

っておりまして、対前年度比４．９％増の金額にして１億１，２８５万２，０００円の増

額となります。各会計について順に説明いたしますと、簡易水道会計は４億６，５８５万

２，０００円でありまして、継続事業ではありますが、道営による佐呂間別川藤見橋のか

けかえに伴う水道管移設補償工事への負担金増により、対前年度比４１．６％増の金額に

して１億３，６９０万円の増額となります。次に、国民健康保険会計は８億２，７１６万

１，０００円で、対前年度比２．１％減の金額にして１，７８２万３，０００円の減額と

なります。保険給付費は減額となりますが、昨年度から財政運営が都道府県へと移行とな

り、北海道が積算した国保事業納付金が増額となります。このため標準保険料率も増額と

なり、本町国保の税率を上げざるを得ない状況にもありますが、３１年度の国保税率は３

０年所得がおおむね確定する５月に税率を決定することとなります。こちらについては、

激変緩和措置を活用しつつ影響額を極力抑えた税率となるよう試算し、国保運営協議会へ

の諮問から答申を得て決定したいと考えております。次に、減額率が５．６％となってい

る公共下水会計の２億２，５３２万８，０００円につきましては、漁業集落排水施設機器

分解整備等の終了に伴うもので、１，３３１万９，０００円の減額となります。次に、減

額率が０．１％となった介護保険会計の５億２，６２１万１，０００円につきましては、

第７期介護保険事業計画の２年目となり、介護給付費等に大きな増減がなく、５４万３，

０００円の減額となります。次に、介護サービス事業会計の２億６，２３６万３，０００

円で、対前年度１．６％増の金額にして４１５万３，０００円の増額となります。これは、

昨年当初予算、３０年ですけれども、計上しておりました外壁改修工事につきましてその



後北海道補助金が制度化され、補助対象事業とされたことから、３０年度事業の実施を見

送り、３１年度実施として計上しましたが、消費税など事業費は増額となります。最後に、

後期高齢者医療会計の９，１９３万５，０００円でありまして、北海道後期高齢者医療広

域連合が積算した納付金の増額から対前年度比３．９％増の金額にして３４８万４，００

０円の増額となります。 

 以上、一般会計と特別会計の総額は７３億３，１０３万３，０００円で、対前年度比０．

１％増の金額にして８１６万９，０００円の増額となっております。 

 続きまして、２ページの３１年度一般会計当初予算の款区分別の歳入についてでありま

す。町税は６億９，０１３万６，０００円で、内訳は予算説明書に記載がありまして、こ

の資料には記載しておりませんが、まずは個人町民税につきましては対前年度２．７％の

減少となりました。法人町民税は１０．３％増とし、これらを合わせた町民税は０．９％

減の３億３，３８９万９，０００円と予算計上しております。また、固定資産税につきま

しては、新築家屋を減少とし、償却資産を増と見込み、対前年度比０．７％増の３億５８

４万円と推計しております。このほか軽自動車税、たばこ税を合わせた町税総額は、対前

年度比０．１％減の金額にして３９万６，０００円の減額となります。そこから５つ飛び

まして、自動車取得税交付金であります。こちらは、消費税引き上げに伴い１０月に廃止

されることから、対前年度比５３．２％減の１，０３０万円の計上となりました。次に、

環境性能割交付金につきましては、ただいま申し上げた１０月廃止となる自動車取得税に

かえて環境性能割として自動車を購入するときに納税することとなりますけれども、これ

が市町村には環境性能割交付金として配分されることから、新たな交付金として６００万

円を計上しております。次の地方特例交付金につきましては、１０月からの幼児教育の無

償化に伴う臨時特例交付金を計上しておりまして、対前年度比７７１．４％増の６１０万

円を計上しております。次の地方交付税につきましては、本資料の９ページに普通交付税

の算出調書を提出しており、昨年１２月に示された地方財政計画の１．１％増を基本とし、

公債費の平成３１年度償還額や臨時財政対策債の振りかえ分を見込んだ推計を行い、対前

年度比２．６％増の２０億円と計上しております。また、特別交付税につきましては、過

去５カ年の交付額を参考に１億円と推計し、合わせた地方交付税総額は、対前年度比２．

４％増の２１億円を計上しております。１つ飛んで、分担金及び負担金につきましては、

土地改良事業における道営草地事業の完了、保育料無償化に伴う保育料負担金の減額から、

対前年度比３６．８％減の５，４８１万３，０００円を計上しております。国庫支出金に

ついては、橋梁の長寿命化修繕事業及び町道の舗装路面性状調査の実施による社会資本整

備総合交付金の増額など、対前年度比１２．５％増の３億２２万８，０００円を計上して

おります。財産収入につきましては、町有林の間伐事業及び素材売払収入の増収見込みか

ら、対前年度比３５．２％増の４，１９７万８，０００円を計上しております。寄附金に

つきましては、ふるさと応援事業寄附金につきまして、ポータルサイトの拡充により昨年

度の５，０００万円から増額し、７，２００万円を計上しております。繰入金につきまし



ては、普通交付税の増額に対し、歳入の財源調整に伴い財政調整基金やふるさとまちづく

り振興基金、福祉事業基金などから対前年比７．１％減の６億４，０８２万８，０００円

を計上しております。最後の町債につきましては、辺地債１件、過疎債１７件、緊急防災・

減災事業債１件、臨時財政対策債１件を合わせ、総額では４億５８０万円の計上であり、

対前年度比２４．１％の減額となっております。 

 続きまして、３ページの平成３１年度一般会計当初予算の款区分別の歳出についてであ

りますが、伸び率が１０％を超え増額となった款は１件でありまして、衛生費につきまし

ては、遠軽地区地域医療対策連携負担金による遠軽厚生病院への財政支援やマテリアルリ

サイクル推進施設整備に関する遠軽地区広域組合負担金などにより、対前年度比１０％増

の予算額にして４億６９万８，０００円を計上しております。また、減額の大きなものと

いたしまして、民生費では高齢者福祉住宅建設事業が、土木費では除雪機購入事業や道路

新設改良に要する事業の終了によるものであります。 

 次に、４ページから８ページにつきましては、一般会計における経常経費、臨時的経費

の比較表や目的別、性質別の内訳となっております。 

 ９ページは、普通交付税の算出調書となっております。 

 １０ページは、平成３１年度末の基金保有現在高と北海道備荒資金組合納付金現在高を

推計したものであります。 

 １１ページから２２ページまでは補助金、負担金、扶助費を、２３ページからは事業費

を掲載しております。こちらの資料につきましては、予算説明の際に主な内容を資料によ

り各担当課長から説明いたします。 

 ２７ページから３３ページは人件費の算出資料でありまして、後ほど総務課長から説明

をいたします。 

 なお、本年度の主要事業などにつきましては、町長の執行方針の中で述べておりますの

で、省略をさせていただきます。 

 参考資料の説明は以上でございます。 

 次に、皆様のお手元に中期財政計画を提出しておりますが、白い表紙のものであります。

これは、平成３１年度も含めて今後５年間の財政推計を行ったものでありまして、後ほど

詳しい中身はご照覧いただきたいと思いますけれども、財政推計の考え方につきまして若

干の説明をさせていただきます。開きまして、まずは２ページであります。歳出の推移に

ついてでありますが、経常経費につきましてはルール的に推計をしております。投資的経

費につきましては、平成３１年度について別冊の白い表紙にあります町議会定例会参考資

料２３ページの事業費調べの予算額から計上しておりまして、一般会計の主な事業として

防災行政無線整備事業、遠軽地区広域組合リサイクルセンター建設事業、サンガーデンさ

ろまデイサービス車両購入事業費補助金、浜佐呂間小学校改修事業などの実施した場合を

決算見込みとしております。特別会計では、簡易水道事業における若佐簡水区域拡張事業、

下水道事業における特定環境下水道整備事業などを実施した決算見込みとしております。



３２年度は、第４期総合計画の後期計画を基本として推計し、３３年度からの３年間につ

きましては第５期総合計画の策定前であるということから、人件費と公債費、繰出金を除

く目的別、性質別の決算見込みについて３３年度の推計と同額としております。次に、そ

の前、１ページに歳入の推移についてでありますけれども、３１年度は当初予算をベース

として地方交付税等の決算見込みを反映し、３２年度以降は町税は生産人口推計の平均増

減率を採用しました。地方交付税については、過去３カ年の推移をもとに推計し、その他

は同額としております。次、３ページ以降は、公債費の償還等の推移をそれぞれ提出して

おりますので、ご照覧願います。これまでの行財政改革により、常に経常的経費の抑制を

念頭に置き、投資的事業を実施してきましたが、経常経費の削減は限界まで削減をしてお

ります。今後とも遠軽地区広域組合によるリサイクルセンターや最終処分場、し尿処理施

設の大規模事業が継続して計画されており、その他の単独事業の実施に当たっては、より

一層慎重な判断が求められます。単年度に事業が重複しないよう効率的な事業の実施とあ

わせ、最も有利な起債を活用し、後年度に負担を残さないよう安定的な財政運営を行うべ

く推計をしておりますとともに、ご報告をさせていただきます。 

 資料の説明は以上でございます。先ほども申し上げましたとおり、平成３１年度各会計

事項別明細書の説明前に総務課長から人件費の説明を行います。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） それでは、町議会定例会参考資料の２７ページになります。

平成３１年度人件費算出基礎につきましてご説明を申し上げます。 

 最初に、１、給料につきましては、特別職、一般職、嘱託職員合わせまして１６５名分

で、予算額といたしましては５億７，２６５万２，０００円で、対前年２，６３５万４，

０００円の減額となります。平成３０年度当初予算との比較では、職員数におきましては

一般職で４名の減、嘱託職員でも２名の減となりまして、トータルで６名の減となります。

また、給料額の減につきましては、職員数の減に加え、退職者に対する新規採用者の給料

の格差によるものが減額の主な要因となっております。 

 次に、２、扶養手当につきましては、本年４月現在見込みの支給を基準としておりまし

て、一般会計、特別会計合わせまして対象職員５２名分、１，０９８万６，０００円で、

対前年１１万４，０００円の減額となります。 

 次に、３、期末手当につきましては、支給基準日現在の給料額と扶養手当の額に特別職、

一般職それぞれの支給率と役職加算を乗じまして、一般会計、特別会計合わせまして１億

３，３４０万２，０００円で、対前年５８２万円の減額となります。 

 次に、４、勤勉手当につきましては、支給基準日現在の給料額と扶養手当の額に支給率

と役職加算を乗じまして、一般会計、特別会計合わせまして８，３６９万１，０００円で、

対前年３４５万１，０００円の減額となります。一般職に係りますこの勤勉手当の支給率

につきましては、平成３０年度当初予算時におきましては１００分の１８０でありました

が、昨年の人事院勧告によりまして支給率が１００分の１８５に改正になっております。 



 次に、５、寒冷地手当につきましては、１１月から翌年３月までの５カ月間支給され、

扶養親族のある世帯では月額２万６，３８０円、年額で１３万１，９００円、扶養親族の

ない世帯では月額１万４，５８０円、年額７万２，９００円、単身者におきましては月額

１万３４０円、年額では５万１，７００円の３区分に分かれておりまして、一般会計、特

別会計合わせまして１，３１３万円で、対前年２２万４，０００円の減額となります。 

 次に、６、管理職手当につきましては、課長職につきましては支給率が１００分の１０

で１６名、課長補佐職につきましては１００分の８で１８名となっております。一般会計、

特別会計合わせまして１，４３９万８，０００円で、対前年１００万７，０００円の増額

となります。 

 次に、７、夜間勤務手当につきましては、介護サービス事業特別会計のみが該当となり

ますが、一昨年度より１人１回当たり５，０００円で計上いたしておりまして、特別養護

老人ホームの介護士２０名分で総額３７５万５，０００円となりまして、対前年４万５，

０００円の減額となります。夜勤体制につきましては、２名体制となっております。 

 次に、８、管理職特別勤務手当につきましては、昨年度は予算計上はしておりませんで

したが、本年度におきましては北海道知事、北海道議会議員選挙及び参議院議員選挙が予

定されておりますことから、選挙事務に対する管理職に係る経費といたしまして１６万７，

０００円を計上しております。 

 次に、９、通勤手当につきましては、交通機関利用者、また自家用車等を利用して通勤

する職員に支給されますが、自家用車等の利用者１９名に対します支給分といたしまして、

一般会計、特別会計合わせまして１５７万４，０００円で、対前年１２万２，０００円の

増額となります。 

 次に、１０、時間外勤務手当につきましては、これは管理職を除く職員給料の３％を基

準に計上しております。ただし、簡易水道特別会計におきましては、昨年度同様最近の突

発的に発生いたします緊急時対応を考慮し、２０％にて計上をしております。一般会計、

特別会計合わせまして１，６４０万１，０００円で、対前年２０７万４，０００円の増額

となります。 

 次に、１１、宿日直手当につきましては、５４万６，０００円を計上いたしております。

この日直手当につきましては、平成３０年度当初予算時におきましては、１日当たり４，

２００円で計上しておりましたが、昨年の人事院勧告によりまして支給率が４，４００円

に改正となっております。 

 次に、１２、住居手当につきましては、借家、借間の２３名と持ち家所有者の４１名が

対象となっております。一般会計、特別会計合わせまして７４４万７，０００円で、対前

年１１３万４，０００円の増額となります。 

 次に、１３、児童手当につきましては、中学校修了までの子供が対象で、ゼロ歳から３

歳未満、月額１万５，０００円、３歳から小学校修了前まで、月額１万円、中学生、月額

１万円で、一般会計、特別会計合わせまして３５２万１，０００円で、対前年１４万１，



０００円の増額となります。該当する職員数につきましては１９名で、対象児童は２７名

となっております。 

 次に、１４、処遇改善手当につきましては、介護サービス事業特別会計のみが該当とな

りますが、本年度から新たに支給を行うものであります。内容といたしましては、特別養

護老人ホームに勤務する一般職、特別職の介護士及び看護師が支給対象となりまして、処

遇改善手当として１名につき月額１万８，０００円、総額で４７５万２，０００円を計上

するものであります。国では、介護の現場で働く介護職員の処遇改善を図るため、介護サ

ービスに従事する介護職員の賃金改善に充てることを目的に介護職員処遇改善加算を創設

しておりますが、本町におきましても新年度よりこの制度を活用し、特別養護老人ホーム

に従事する介護職員に対し、新たに処遇改善手当として支給するものであります。この制

度を利用し、加算を取得した事業者は、加算の算定時に相当する介護職員の賃金の改善を

実施しなければならないとされておりまして、加算額の見込みから支給額を算出しており

ます。また、国の制度においては介護職員とされておりますが、本町におきましては看護

職員についても同様に取り扱うこととしております。 

 次に、１５、共済費等につきましては、一般会計、特別会計合わせまして２億７，３１

３万１，０００円で、９５１万１，０００円の増額となります。 

 次に、３０ページから３２ページまでは、職員数の推移、佐呂間町職員定数調べであり

ます。平成２４年度から平成３１年４月見込みの定数とそれらの現在数を記載しておりま

す。 

 また、最後のページ、３３ページにつきましては、平成２６年度から平成３１年度見込

みの嘱託職員数調べについて提出をしておりますので、後ほどご照覧くださいますようお

願いを申し上げます。 

 それでは、続きまして平成３１年度の予算書の説明に入らせていただきますが、一般会

計及び特別会計とも事項別明細の総括表、給与費明細書、債務負担行為調書及び地方債の

現在高見込みの調書につきましては説明を省略させていただきますので、ご了承賜ります

ようお願いを申し上げます。なお、町議会提出議案説明資料、予算関係、表紙が水色の冊

子を提出しておりますので、それとあわせてご説明をさせていただきます。 

 それでは、平成３１年度佐呂間町一般会計、特別会計予算説明書の歳出の２６ページ、

議会費より順次ご説明申し上げます。予算書２６ページの歳出からになります。歳出、１

款議会費、１項議会費、１目議会費６，２２４万２，０００円、１０１万４，０００円の

減。 

 続きまして、２８ページ中段になります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理

費９億１，９３９万５，０００円、２，９８４万６，０００円の減、減額の主な要因は、

人件費算出基礎でもご説明申し上げましたとおり、２９ページに給与費におきまして給与

費全体で４，９９１万５，０００円の減額によるものであります。続きまして、３３ペー

ジになります。３３ページの電算システム運用に要する経費が増額となっております。こ



れにつきましては、職員が業務で使用いたしますパソコン及び基幹システムを稼働するた

めにサーバーに搭載されておりますＯＳ等のサポート終了に伴います機器ライセンスの交

換によるものでありまして、１２節役務費の手数料におきまして新たに購入いたしますパ

ソコンに係る設定費の計上、１８節備品購入費の行政システム機器等購入事業といたしま

してパソコンシンクライアント購入費の計上、３５ページの上段になりますが、１９節負

担金補助及び交付金の北海道自治体情報システム協議会負担金におきましてオフィスライ

センスの購入費を計上しておりまして、これらパソコンＯＳ等更改事業といたしまして総

額で２，００４万１，０００円を計上したことによるものであります。本件につきまして

は、別冊の水色の表紙、予算関係資料１を提出しておりますので、後ほどご照覧くださる

ようお願いを申し上げます。同じく３５ページの中段になります。庁舎維持管理に要する

経費が増額となっておりますが、これは新年度より役場庁舎嘱託公務補を減員し、庁舎内

清掃及び庁舎前除雪の一部外部委託移行による１３節委託料の清掃等委託料、庁舎除雪委

託料の計上によるものであります。また、１８節備品購入費におきまして庁舎正面玄関用

のステップラバー購入経費を計上したことによるものであります。続きまして、３７ペー

ジになります。３７ページの上段、１８節備品購入費の車両購入費につきましては、公用

車維持管理に要する経費に係るものでありますが、導入から１０年を経過し、老朽化した

公用車２台を入れかえるための費用、さらに公共施設敷地内の除排雪車両として使用して

おります除雪用ミニホイールローダー、いわゆるミニショベルでありますが、これにつき

まして初年度登録から２４年が経過し、故障等のトラブルが頻発し、作業に支障を来して

いることから更新を行うものでありまして、総額で９５０万７，０００円を計上しており

ます。なお、本件につきましては、予算関係資料２及び資料３を提出しておりますので、

後ほどご照覧くださるようお願いをいたします。 

 続きまして、３８ページになります。２目文書広報費９６２万９，０００円、４２万８，

０００円の減。 

 続きまして、４０ページになります。３目財政管理費４４万円、６，０００円の増。 

 ４目会計管理費１１５万１，０００円、１，０００円の増。 

 続きまして、４２ページになります。５目財産管理費７，９１１万２，０００円、１，

４２６万１，０００円の増、増額の主な要因は４５ページになります。４５ページの上段

にあります町有財産に要する経費の１５節工事請負費の高圧受電設備引込ケーブル更新工

事でありまして、設置後２７年が経過した電柱の気中開閉器から高圧受電設備までの高圧

引き込みケーブルを交換するための工事となります。また、老人アパート及び職員寮解体

工事につきましては、昭和５２年度に建設され、４０年以上が経過しております老人アパ

ートにつきまして高齢者福祉住宅安心ハウスの建設に伴い、解体撤去を行うものでありま

す。また、職員寮につきましては、昭和５５年度に建設され、３５年以上が経過し、老朽

化が著しいことから解体撤去を行うものであります。本件につきましては、予算関係資料

４及び資料５を提出しておりますので、後ほどご照覧くださるようお願いをいたします。



また、次の職員住宅に要する経費におきまして予算計上をしております１５節工事請負費

の職員住宅浴室等改修工事につきましては、予算関係資料６を提出しておりますので、後

ほどご照覧をお願いいたします。 

 続きまして、戻っていただきまして４４ページになります。６目基金管理費３９１万２，

０００円、５万４，０００円の増。 

 ７目支所及び出張所費４２８万５，０００円、２１４万８，０００円の増、増額の主な

要因は４７ページになります。４７ページの上段にあります若佐支所・浜佐呂間出張所に

要する経費の１８節備品購入費でありまして、若佐支所、浜佐呂間出張所に設置をしてお

りますファクス機能つきコピー機２台の経年更新によるものであります。本件につきまし

ては、予算関係資料７を提出しておりますので、後ほどご照覧お願いいたします。 

 続きまして、戻っていただき４６ページになります。８目地方振興費６，５６６万８，

０００円、１，１７７万８，０００円の増、増額の主な要因は４９ページになります。４

９ページの中段にありますインターネットに要する経費の１８節備品購入費のパーソナル

コンピュータ等購入費につきましては、パソコンのＯＳでありますウィンドウズ７の製品

サポート終了に伴う庁舎内外のインターネット用パソコン８台の更新によるものでありま

す。本件につきましては、予算関係資料８を提出しております。続きまして、ふるさと納

税に要する経費におきましてポータルサイトの拡充による寄附額の増額を見込むことに伴

います１２節役務費の公金クレジット決済手数料及び５１ページ上段にあります１３節委

託料のふるさと納税業務委託料の増額によるものであります。また、同じく５１ページの

その他地域振興に要する経費におきまして平成３１年度におきましても継続してＪＡＬ 

ＤＥ パンプキンキャンペーンの実施に係る関連経費を計上しております。本件につきま

しては、予算関係資料９で資料を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いをいたし

ます。 

 続きまして、５２ページになります。９目報償費８８万３，０００円、４１万８，００

０円の増。 

 １０目青少年対策費１９万１，０００円、１，０００円の増。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 続きまして、交通安全対策費からご説明いたします。 

 １１目交通安全対策費３３１万円、５１万９，０００円の増。 

 ５４ページです。１２目姉妹都市交流費４万円、増減なし。 

 １３目自治振興費４，８４２万５，０００円、７７２万８，０００円の減、減額の主な

要因は、３０年度は１５節工事請負費で佐呂間及び若佐コミセンの改修工事を計上してい

ましたが、事業完了により減となっております。しかし、５７ページ、自治会に要する経

費の１９節負担金補助及び交付金にて地区集会施設整備費補助金として西富公民館の改修

に伴う補助金５５６万４，０００円、地区集会施設解体費補助金として知来第二会館の解



体に伴う補助金１４０万９，０００円、さらにコミセン運営に要する経費、５９ページ、

１５節工事請負費にて浜佐呂間活性化センター改修工事８９３万２，０００円を計上して

います。議案説明資料、予算関係資料番号１０で地区集会施設整備費補助金、資料番号１

１で地区集会施設解体補助金、資料番号１２で浜佐呂間活性化センター改修工事の概要を

提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 ５８ページになります。１４目総合計画策定費２１４万３，０００円、７７万３，００

０円の増、平成３０年度より調査審議を行っております第５期総合計画の策定審議会等に

係る予算でありまして、議案説明資料、予算関係資料番号１３を提出しておりますので、

後ほどご照覧をお願いいたします。 

 ６０ページになります。２項徴税費、１目税務総務費５５０万２，０００円、５３８万

７，０００円の増、増額の主な要因は固定資産評価に要する経費の１３節委託料、標準地

不動産鑑定評価業務委託料でありまして、平成３３年度の評価がえに向け、平成３２年１

月１日現在の町内標準宅地８３カ所の評価鑑定業務を不動産鑑定士に委託するものです。

議案説明資料、予算関係資料番号１４を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いい

たします。 

 ２目賦課徴収費４９６万７，０００円、３５万９，０００円の増です。 

 ６２ページです。３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費９７万１，０００円、６，

０００円の減です。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 続きまして、６４ページになります。４項選挙費、１目選挙

管理委員会費２４万２，０００円、１２万１，０００円の減。 

 ２目北海道知事北海道議会議員選挙費２９１万３，０００円、５３万３，０００円の減。 

 続きまして、６６ページになります。３目参議院議員選挙費５５８万７，０００円、５

５８万７，０００円の増、本年７月２８日をもって任期満了となりますこの夏予定されて

おります参議院議員通常選挙に要する経費を計上しております。 

 続きまして、６８ページになります。５項統計調査費、１目統計調査費１９３万７，０

００円、８４万７，０００円の増。 

 ６項監査委員費、１目監査委員費１６４万１，０００円、３２万６，０００円の減。 

 ７項車両管理費、１目車両管理費９，３８１万７，０００円、２６９万３，０００円の

減。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０５分 



 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き提案理由の説明を継続いたします。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） 続きまして、７０ページ、民生費から説明申し上げます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費２億４，１３３万９，０００円、１，

１３９万４，０００円の増、増額の主な要因は７１ページ下段の各社会福祉団体等助成に

要する経費、７３ページの社会福祉協議会運営費補助金が職員人件費の増によりまして１

８８万６，０００円増、７３ページ下段の障害者総合支援に要する経費、項目としまして

は７５ページの２０節扶助費、障害者総合支援費が障害者自立支援報酬の増額改定により

まして１，０２３万９，０００円の増となることによるものです。 

 ７４ページになります。２目国民年金費８万１，０００円、５，０００円の増。 

 ７６ページです。３目老人福祉費４，５１３万６，０００円、１，１３５万６，０００

円の増、増額の主な要因は７７ページ、高齢者対策事業に要する経費、中段、下の１９節

負担金補助及び交付金、ホームヘルプサービス事業運営費補助金が人件費負担金の増によ

りまして４１９万１，０００円の増になります。 

 続きまして、７９ページ、その他高齢者福祉に要する経費、１９節負担金補助及び交付

金のサンガーデンさろまデイサービス車両購入費補助金１，１７３万３，０００円であり

まして、これにつきましては予算関係資料１５を提出しております。 

 続きまして、７８ページです。４目老人福祉施設費１，９４１万５，０００円、１億１，

４７３万円の減、減額の主な要因としましては前年度予算計上しておりました高齢者福祉

住宅新築工事１億１，２２３万９，０００円が終了したことによるものであります。 

 ８０ページです。５目重度心身障害者特別対策費９２５万１，０００円、９万６，００

０円の減。 

 ６目介護支援費５１万６，０００円、２５万８，０００円の減。 

 ７目後期高齢者医療費８，０６３万５，０００円、３１９万８，０００円の増。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 保育所長。 

〇保育所長（大谷昭文君） 続きまして、下段からになります。２項児童福祉費、１目児

童福祉総務費１，０６８万１，０００円、２７７万円の減、主な減額の要因はへき地保育

所の運営に要する経費の８３ページ中段、１９節負担金補助及び交付金の保育料無償化に

伴う子育て支援保育料補助金の２０２万８，０００円の減によるものです 

 続きまして、８４ページです。２目児童福祉施設費２４０万７，０００円、１５万９，

０００円の減。 

 ３目児童措置費６，２３９万３，０００円、１４３万６，０００円の減。 

 ４目母子福祉費２７８万７，０００円、５８万円の減。 



 ８６ページです。５目常設保育所費２，７８２万円、８７８万１，０００円の減、主な

減額の要因としましては、昨年実施いたしました保育所テラス等改修の１５節の工事請負

費４４７万２，０００円が終了したことと８９ページ上段、１９節負担金補助及び交付金

のへき地保育所と同じく保育料無償化に伴う子育て支援保育料補助金が４１９万２，００

０円の減によるものです。 

 ８８ページです。６目子育て支援センター費２３１万９，０００円、１万９，０００円

の減。 

 ３項災害救助費、１目災害救助費１，０００円、増減なし。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） 続きまして、９０ページ、保健衛生費です。４款衛生費、

１項保健衛生費、１目保健衛生総務費１億２，７８２万１，０００円、１，８４３万１，

０００円の増、増額の主な要因は９１ページ下段の地域医療対策に要する経費、１９節負

担金補助及び交付金の遠軽地区地域医療対策連携負担金、これは遠軽厚生病院への財政支

援分でありますが、１，８８２万６，０００円の新規予算計上によるものであります。な

お、この事業区分の名称につきましては、昨年まで救急医療対策に要する経費でしたが、

遠軽地区地域医療対策連携負担金を加えたことにより、地域医療対策に要する経費に変更

しております。 

 ９２ページです。２目母子保健費２，６８０万４，０００円、２９２万８，０００円の

増、増額の要因は母子保健・妊婦健診に要する経費、９５ページ、１３節委託料の母子検

診等委託料で妊婦、産婦の増によりまして１０９万１，０００円の増、同ページ下段の乳

幼児等医療費助成事業に要する経費、２０節扶助費、医療扶助費が１４８万２，０００円

の増となったことによるものです。 

 ９６ページです。３目感染症予防費９，０００円、増減なし。 

 ４目結核予防費６６万５，０００円、２万５，０００円の減。 

 ５目予防費１，２２５万２，０００円、２６万８，０００円の増。 

 ６目成人病対策費１，１６９万４，０００円、４８万６，０００円の減。 

 ９８ページです。７目診療所費５，９０９万４，０００円、１６４万１，０００円の増、

増額の要因は若佐歯科診療所の売上金額の増に伴う使用料収入の増によりまして、同額を

支出しております運営費負担金が増額になることによるものです。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 続きまして、環境衛生費からご説明いたします。 

 ２項環境衛生費、１目環境衛生費１億５，２３１万６，０００円、２，０５３万６，０

００円の増、増額の主な要因は一般廃棄物処理に要する経費において１０１ページ、１９

節負担金補助及び交付金の遠軽地区広域組合負担金にて３０年度から遠軽町の旧焼却施設

の解体工事を実施しており、本年度も引き続き工事を実施することから、事業負担金２，



８２３万１，０００円の予算計上によるものです。議案説明資料、予算関係資料番号１６

で遠軽地区広域組合負担金、マテリアルリサイクル推進施設建設事業の概要を提出してお

りますので、後ほどご照覧お願いいたします。 

 続きまして、１０４ページです。２目墓地火葬場管理費７５３万円、６６６万５，００

０円の減、減額の主な要因は１５節工事請負費にてサロマ斎場火葬炉制御盤改修工事を実

施しておりましたが、完了によるものです。サロマ斎場火葬炉燃焼送風機取替工事を計上

しておりますので、議案説明資料、予算関係資料番号１７で概要を提出しておりますので、

後ほどご照覧をお願いいたします。 

 １０６ページになります。３目公園管理費２５１万３，０００円、５万９，０００円の

減となります。 

  以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 農務課長。 

〇農務課長（平戸光宏君） 続きまして、１０６ページ中段、農林水産業費をご説明いた

します。 

 ５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費２，５０７万６，０００円、４０２

万７，０００円の増、増額の主な要因につきましては人件費の増額によるものでございま

す。 

 次に、１０８ページ下段でございます。２目農業総務費８１万４，０００円、１万９，

０００円の減。 

 次に、１１０ページ中段でございます。３目農業振興費５，１４６万５，０００円、１，

２９１万２，０００円の減、減額の主な要因につきましては農業振興に要する経費、１１

１ページ下段、１９節負担金補助及び交付金の補助金、多面的機能支払交付金事業補助金

による交付額１０アール当たり単価減によるものでございます。予算関係資料、資料番号

１８を提出しておりますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 次に、１１２ページでございます。上段になります。４目土地改良費１億６，６９３万

３，０００円、３１６万５，０００円の減、減額の主な要因につきましては１１３ページ

上段、道営土地改良事業に要する経費、１９節負担金補助及び交付金の負担金、道営土地

改良事業等負担金でありまして、本年度事業地区が３地区から２地区になり、１地区減に

伴う負担金の減額であります。議案説明資料の予算関係資料番号１９を提出しております

ので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 次に、１１４ページ上段でございます。５目畜産業費２，４６３万６，０００円、１９

６万４，０００円の減、減額の主な要因につきましては１１５ページ、公共牧場に要する

経費の１３節委託料の牧野利用委託料でありまして、牧野入牧頭数減による減額でござい

ます。 

 次に、１１６ページ下段でございます。６目産業後継者対策費２５４万８，０００円、

１１８万円の増、増額の主な要因につきましては産業後継者対策に要する経費、１１９ペ



ージ上段、２１節貸付金でありまして、本年度就農研修予定者１件分の新規就農予定者就

農研修支援資金貸付金であります。なお、議案説明資料の予算関係資料番号２０を提出し

ておりますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 次に、１１８ページ中段でございます。７目地場産品開発研究センター管理費２５８万

７，０００円、１５３万３，０００円の減、減額の主な要因につきましては備品購入減に

よるものでございます。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 経済課主幹。 

〇経済課主幹（林 洋樹君） 続きまして、１２０ページ、林業費より説明いたします。 

 ２項林業費、１目林業総務費５９４万２，０００円、２４４万９，０００円の減、減額

の主な要因は１２１ページ上段の有害鳥獣駆除に要する経費にあります８節報償費及び１

９節、鳥獣被害防止総合対策事業補助金によるもので、佐呂間町鳥獣被害防止計画に基づ

くエゾシカ捕獲頭数の減少に伴うものであります。なお、予算関係資料番号２１で有害鳥

獣駆除対策事業を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１２０ページ下段です。２目林業振興費１，５０５万１，０００円、８４万３，

０００円の増、増額の主な要因は１２１ページからの民有林対策に要する経費中、１２３

ページ上段の民有林人工造林推進事業費補助金によるもので、森林組合が受託する人工造

林の事業量増加に伴うものであります。なお、予算関係資料番号２２で民有林人工造林推

進事業費補助金を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１２２ページです。３目町有林事業費６，１４３万５，０００円、１，３７１万

８，０００円の増、増の主な要因は１２３ページからの町有林整備事業に要する経費中、

１２５ページ上段の１５節工事請負費の保育事業、造林事業及び町有林素材生産事業によ

るもので、各事業とも事業量の増加に伴うものであります。なお、予算関係資料番号２３

で平成３１年度町有林整備事業計画一覧表を提出しておりますので、後ほどご照覧願いま

す。 

〇議長（吉野正剛君） 経済課長。 

〇経済課長（菊地秀喜君） 続きまして、１２４ページ、水産業費をご説明いたします。 

 ３項水産業費、１目水産業総務費２３８万３，０００円、１１万８，０００円の増。 

 続きまして、１２６ページ、２目水産業振興費１，８０９万５，０００円、４，０００

円の減、１２７ページ、漁港整備に要する経費中の負担金につきまして、水産業基盤機能

保全事業及び漁業再生交付金事業の地元負担金でありますが、本事業の資料といたしまし

て資料番号２４番を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、商工費を説明いたします。１２６ページ下段、６款商工費、１項商工費、

１目商工費５，４９５万６，０００円、１０４万円の減、主な減額の要因は佐呂間町商工

業活性化事業費補助金の減であります。商工費における継続助成事業につきましては、資

料番号２５番として提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 



 続きまして、１３０ページです。２目観光費３，５４３万７，０００円、２１７万６，

０００円の減、主な減額の要因は昨年度実施しました悠林館屋根塗装工事及び物産館みの

り駐車場舗装補修工事が完了したことによる減額であります。また、本年度キムアネップ

休憩所改修工事及び悠林館冷蔵庫更新工事を行う資料として、資料番号２６及び２７を提

出しておりますので、ご照覧願います。また、資料番号２８として道の駅・物産館管理業

務委託料の内訳について提出しておりますので、ご照覧願います。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課長。 

〇建設課長（川滝輝夫君） 続きまして、１３４ページ、土木費からでございます。７款

土木費、１項土木管理費、１目土木総務費１６９万８，０００円、６万５，０００円の増。 

 ２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費１４０万９，０００円、７万９，０００円の増。 

 １３６ページ上段です。２目道路橋梁維持費２億１，２１８万４，０００円、２，２１

７万９，０００円の増、増額の主な要因は１３７ページ中段にあります委託料の舗装路面

性状調査事業委託料の増額でありまして、主要町道１、２級の延長１９９キロの道路診断

を行い、今後の道路整備計画を策定するものであります。また、今まで実施した橋梁点検

で健全性判定が３となった１２橋のうち３橋の補修計画策定と補修計画策定に基づき１橋

の長寿命化修繕事業を行う工事請負費の増であります。また、本年度より２巡目となりま

す橋梁点検委託を継続して取り組みます費用を計上しております。なお、予算関係資料番

号２９で事業の概要を提出しておりますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 １３８ページ上段です。３目道路新設改良費９，６００万円、８，４６０万円の減、減

額の主な要因は事業量の減によるものです。夕陽が丘道路測量調査委託、佐呂間市街地排

水処理函渠工事の終了に伴う事業費の減であります。なお、佐呂間市街地排水処理函渠工

事につきましては、下水道会計へ予算を組みかえ、事業を終了しております。本年度は、

継続事業であります若里基線道路整備事業と佐呂間３０号道路整備事業の２路線の改良舗

装工事を予定しております。なお、予算関係資料番号２９で事業の概要を提出しておりま

すので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 次に、３項河川費、１目河川維持費１，２０１万１，０００円、１０４万５，０００円

の増、増額の主な要因は樋門の数が１カ所増になったことによる消耗品、委託料の増と重

機借上料の増であります。 

 ４項住宅費、１目住宅管理費７，３６４万２，０００円、５１３万２，０００円の増、

増額の主な要因は１４１ページ中段にあります工事請負費の増額でありまして、本年度も

公営住宅の長寿命化を図るため、昨年に引き続き西富団地外壁等改修工事２棟１６戸の実

施と１７号棟目の屋根塗装工事を予定しております。なお、予算関係資料番号２９で事業

の概要を提出しておりますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 続きまして、１４０ページの消防費からご説明いたします。 



 ８款消防費、１項消防費、１目消防費２億８３８万４，０００円、１，０１２万６，０

００円の減、１４１ページの遠軽地区広域組合に要する経費の１９節負担金補助及び交付

金の遠軽地区広域組合負担金につきましては、広域組合予算総額１２億５，３８１万７，

０００円のうち本町負担分として２億８３８万４，０００円を負担するものであります。 

 続きまして、１４０ページになります。２目災害対策費１，０４７万６，０００円、８

６４万７，０００円の増、増額の主な要因は１４３ページになります。１４３ページの上

段にあります災害対策に要する経費の１３節委託料の防災行政無線整備事業委託料であり

まして、現在移動系として常設センターで使用をしております市町村防災行政無線は、現

在アナログ方式となっておりますが、これをデジタル方式に移行しなければ平成３４年１

２月以降は使用できなくなります。この無線設備は、昭和５３年に整備し、使用してきて

おりますが、行政内部の連絡手段として今後も必要でありますことから、新規格に適合し

たデジタル無線に更新を行うものであります。また、災害時における住民に対する情報伝

達手段としては、町内全域に瞬時に情報を伝達する手段にはなっていないのが現状であり

ます。特に国からＪアラートと連携する情報伝達手段の多重化が求められており、現在は

登録制メールのみとなっておりますことから、同報系無線や戸別受信機等の整備が必要と

されており、本年度より２カ年の事業として各家庭への戸別受信機の整備をあわせて計画

するものであります。事業費につきましては、２カ年の全体事業として２億５，３６３万

５，０００円となっておりまして、平成３１年度の事業といたしましては実施設計分８６

３万５，０００円を計上いたしております。本件につきましては、予算関係資料３０を提

出しておりますので、後ほどご照覧くださるようお願いを申し上げます。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 管理課長。 

〇管理課長兼学校給食センター所長（谷口義春君） 続きまして、１４２ページ中段の教

育費からご説明いたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で１６５万１，０００円、５，０００

円の減。 

 続きまして、同じページの下段です。２目事務局費１億３，７２４万９，０００円、４

５０万８，０００円の増、増額の主な要因は１４３ページ下段の給与費の増によるもので

す。 

 続きまして、１４８ページの上段です。３目教育財産管理費６，９４５万円、７９８万

５，０００円の増、増額の主な要因は１４９ページ上段の教職員住宅の維持管理に要する

経費中、１５節工事請負費の教員住宅外壁・屋根塗装工事と同ページの中段、小中学校の

維持管理に要する経費中、１３節委託料の学校施設長寿命化計画策定業務委託料の計上に

よるものであります。なお、教員住宅外壁・屋根塗装工事につきましては議案説明資料の

予算関係資料番号３１で、学校施設長寿命化計画策定業務委託料は資料番号３２で詳細を

提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 



 続きまして、１５０ページ上段です。４目教育振興費６９５万８，０００円、１７万９，

０００円の減。 

 続きまして、同じページの下段です。２項小学校費、１目学校管理費１億２，７２５万

５，０００円、２，４７９万４，０００円の増、増額の主な要因は１５１ページ下段の小

学校の管理に要する経費中、１５３ページ下段の１５節工事請負費が前年度対比で２，９

４７万４，０００円の増となりましたが、１８節備品購入費が前年度対比で４１０万２，

０００円の減となりましたので、その差し引きによる増額であります。また、主な事業と

して同ページの１５節工事請負費中、佐呂間小学校煙突改修工事は資料番号３３で、浜佐

呂間小学校消防用設備機器更新工事は資料番号３４で、浜佐呂間小学校改修工事は資料番

号３５で、佐呂間小学校校舎地下タンク給油管改修工事は資料番号３６で、１５５ページ

上段の１８節備品購入費中、パーソナルコンピュータ等購入費は資料番号３７で詳細を提

出しております。さらに、資料番号５１で平成３１年度における小学校、中学校学級編制、

児童生徒数、教職員数の見込みを提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、１５４ページ中段です。２目教育振興費１，４１９万９，０００円、１５

８万１，０００円の減、減額の主な要因は１５５ページ中段の教育振興に要する経費にあ

りました共済費を皆減したことによるものであります。 

 続きまして、１５４ページの下段です。３項中学校費、１目学校管理費１，８７８万６，

０００円、６万９，０００円の減。 

 続きまして、１５６ページ下段です。２目教育振興費４９８万１，０００円、１１万６，

０００円の増。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 社会教育課長。 

〇社会教育課長兼武道館・温水プール館長（久米修一君） 続きまして、１５８ページ、

社会教育費からご説明いたします。 

 ４項社会教育費、１目社会教育総務費１，１４０万１，０００円、１５万４，０００円

の減です。 

 次に、１６２ページでございます。２目町民センター運営費１，３２１万７，０００円、

２７８万９，０００円の増です。増額の主な要因といたしましては、１１節需用費中、燃

料費が電気暖房の単価増により、１８節備品購入費が集会室の長机の更新により増額とな

ったことによるものです。１８節備品購入費、集会室長机更新事業につきましては、議案

説明資料、予算関係資料番号３８を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 図書館長。 

〇図書館長（志賀克浩君） 続きまして、図書館費を説明いたします。１６２ページ下段

です。３目図書館費１，２３４万７，０００円、６７４万３，０００円の減、減額の主な

要因は平成３０年度には図書館・児童館駐車場等整備工事があり、新年度には事業がない



ことによるものでございます。また、ふえている項目としましては、５年ごとに策定する

子どもの読書活動推進計画関連の予算で、策定委員に係る報酬と費用弁償を図書館事業に

要する経費に計上してございます。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 社会教育課長。 

〇社会教育課長兼武道館・温水プール館長（久米修一君） １６６ページ、保健体育費で

ございます。５項保健体育費、１目保健体育総務費２，０１１万７，０００円、８３１万

２，０００円の減です。減額の主な要因といたしましては、１６９ページ、屋外体育施設

の管理に要する経費の１５節工事請負費において平成２８年度より実施しておりますパー

クゴルフ場等芝生整備工事の継続、平成３０年度に実施した１００年広場駐車場造成工事、

浜佐呂間プール水槽シート取替工事の完了に伴う増減により全体で減額となったものです。

パークゴルフ場等芝生整備工事につきましては、議案説明資料、予算関係資料番号３９を

提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１７０ページでございます。２目体育館費５９４万４，０００円、３０万９，０

００円の減です。 

 ３目スキー場管理費５７０万９，０００円、２９万８，０００円の増です。１７３ペー

ジ、１１節需用費中、修繕料の減、１３節委託料中、スキー場リフト常用制動機分解整備

委託料の実施により全体で増となったものです。スキー場リフト常用制動機分解整備委託

につきましては、議案説明資料、予算関係資料番号４０を提出しておりますので、後ほど

ご照覧願います。 

 １７２ページでございます。４目武道館・温水プール費３，９７５万５，０００円、６

２６万５，０００円の減です。１７４ページ、１１節需用費中、燃料費の単価上昇による

増額、１５節工事請負費において平成２９年度より２カ年計画にて実施した温水器更新工

事の終了と建具改修工事の新規実施、１８節備品購入費のトレーニング機器更新の継続に

よる増減により減額となったものです。なお、武道館・温水プール建具改修工事及びトレ

ーニング機器更新事業につきましては、議案説明資料、予算関係資料番号４１、４２を提

出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 学校給食センター所長。 

〇管理課長兼学校給食センター所長（谷口義春君） 続きまして、１７４ページ、学校給

食費をご説明いたします。 

 ６項学校給食費、１目学校給食費７，６３５万１，０００円、１，０９２万８，０００

円の増、増額の主な要因は学校給食センター運営に要する経費の１７７ページの１８節備

品購入費の車両購入費によるものであります。なお、資料番号４３で配送車更新事業の資

料を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。また、資料は提出しておりませんが、

平成３１年度の給食提供予定数につきましては、小学生４万５，４００食、中学生２万２，



８００食、教職員１万１，３００食、保育所園児６，４００食、保育所職員１，１４０食、

給食センター職員２，０５２食、試食会、検食等で３４５食、合計８万９，４３７食を予

定しております。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（玉井伸一君） 続きまして、１７８ページの公債費からご説明いたしま

す。 

 １０款公債費、１項公債費、１目元金５億８，９２７万９，０００円、２８０万５，０

００円の増、この増額の主な要因は右の１７９ページ、町債償還元金において平成２７年

度に過疎債で借り入れしたクリニックさろま建設事業及び医療機器整備事業、同じく平成

２７年度に借り入れた臨時財政対策債に係る元金の償還開始によるものであります。 

 続きまして、２目利子１，１５９万円、３２７万２，０００円の減。 

 １１款諸支出金、１項特別会計繰出金、１目佐呂間町簡易水道特別会計繰出金８，０５

０万９，０００円、５８１万７，０００円の増。 

 ２目佐呂間町国民健康保険特別会計繰出金６，１１８万４，０００円、４４１万３，０

００円の減。 

 １８０ページです。３目佐呂間町公共下水道特別会計繰出金１億２，８３５万３，００

０円、３８万円の減。 

 ４目佐呂間町介護保険特別会計繰出金７，８４４万４，０００円、４３３万１，０００

円の増。 

 ５目佐呂間町介護サービス事業特別会計繰出金５，７８７万３，０００円、６１２万円

の減。 

 ６目佐呂間町後期高齢者医療特別会計繰出金３，２５３万７，０００円、１４３万４，

０００円の減。 

 １２款予備費、１項予備費、１目予備費２，０００万円、増減なし。 

 歳出合計４９億３，２１８万３，０００円、１億４６８万３，０００円の減。 

 戻りまして、歳入の４ページからご説明をいたします。歳入、１款町税、１項町民税、

１目個人２億８，３０３万５，０００円、７９１万円の減、町民税の算定につきましては

平成２９年度総所得金額を基準といたしまして、平成３０年度の各所得区分ごとの所得増

減の見込みにより課税標準額を推計しております。なお、当初予算における町税の収納率

は、例年同様９６％として統一し、算定をしております。 

 ２目法人５，０８６万４，０００円、４７４万２，０００円の増。 

 ２項固定資産税、１目固定資産税３億２１２万円、２００万円の増。 

 ２目国有資産等所在地市町村交付金３７２万円、２，０００円の減。 

 ３項軽自動車税、１目軽自動車税１，４７７万５，０００円、５０万８，０００円の減。 

 ２目環境性能割４４万３，０００円、４４万３，０００円の増、消費税率引き上げに伴



い本年１０月から自動車取得税が廃止となり、新たに自動車の取得時に環境性能割として

燃費課税が実施されるところですが、軽自動車税の取得に係る税分は軽自動車税の環境性

能割として市町村に納付されますことから、新たに税目を設け、計上するものであります。 

 ４項町たばこ税、１目町たばこ税３，５１７万９，０００円、８３万９，０００円の増。 

 ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税２，６００万円、増減

なし。 

 ２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税６，５００万円、３００万円の減。 

 ３款利子割交付金、１項利子割交付金、１目利子割交付金１３０万円、３０万円の増。 

 ６ページです。４款配当割交付金、１項配当割交付金、１目配当割交付金１８０万円、

８０万円の増。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡所得割交付金、１目株式等譲渡所得割交

付金９０万円、１０万円の減。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金１億６００万円、

１００万円の増。 

 ７款自動車取得税交付金、１項自動車取得税交付金、１目自動車取得税交付金１，０３

０万円、１，１７０万円の減。 

 ８款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金、１目環境性能割交付金６００万円、６

００万円の増、７款自動車取得税交付金の減額及びこの８款環境性能割交付金につきまし

ては、町税でご説明いたしました軽自動車税と同様に自動車取得税の廃止に伴い、本年１

０月からは軽自動車以外の自動車の取得に係る環境性能割についても自動車取得税同様に

道から市町村に交付金として配分されることから、自動車取得税交付金を減額し、新たに

環境性能割交付金として科目を設置し、計上するものであります。 

 ９款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金１００万円、３０万円

の増。 

 ２項子ども・子育て支援臨時交付金、１目子ども・子育て支援臨時交付金５１０万円、

５１０万円の増、これにつきましては消費税率引き上げに伴う幼児教育の無償化により生

じる地方負担分について平成３１年度については臨時交付金を創設し、全額国費で対応さ

れることから、本年１０月からの本町常設保育所及びへき地保育所の３歳児以上に係る保

育料の減額相当分として科目を設定し、計上するものであります。 

 戻りまして、１０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税２１億円、５，００

０万円の増、国から示されました平成３１年度の地方財政計画の増額要因に基づき、普通

交付税を増額するものであります。 

 １１款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特別交付金、次の８ページになりま

す。１目交通安全対策特別交付金８０万円、１０万円の減。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、１目農林水産業費分担金２，６６８万６，００

０円、２，４８５万９，０００円の減、減額の要因は右側９ページ、土地改良事業等分担



金の減額でありまして、平成２６年度から実施しておりました道営草地事業オホーツク佐

呂間地区の事業完了に伴う減額によるものであります。 

 戻りまして、２項負担金、１目民生費負担金８１７万３，０００円、６５８万８，００

０円の減、減額の主な要因は右側９ページ、佐呂間保育所保育料負担金の減額でありまし

て、佐呂間保育所における入所児童数の減少及び本年１０月からの幼児教育の無償化によ

り減額するものであります。 

 戻りまして、２目教育費負担金１，９９５万４，０００円、４０万８，０００円の減。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料７３３万９，０００円、６０万

６，０００円の減。 

 ２目民生使用料２１９万１，０００円、３３３万２，０００円の減、減額の主な要因は

右側９ページ、へき地保育所使用料の減額でありまして、若佐保育所における入所児童数

の減少及び本年１０月からの幼児教育の無償化によるへき地保育所使用料の減額でありま

す。 

 戻りまして、３目衛生使用料５，９７４万４，０００円、１６２万８，０００円の増。 

 ４目農林水産業使用料１，１４９万２，０００円、８９万７，０００円の減。 

 ５目商工使用料２万５，０００円、２，０００円の増。 

 ６目土木使用料４，８６６万７，０００円、１４６万９，０００円の減。 

 １０ページです。７目教育使用料４５２万３，０００円、２９万３，０００円の減。 

 ２項手数料、１目総務手数料３０１万２，０００円、９万１，０００円の増。 

 ２目衛生手数料１，１９４万２，０００円、２万３，０００円の減。 

 ３目農林水産業手数料２万円、２，０００円の増。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金１億４，７９５万７，００

０円、５８３万９，０００円の増、増額の主な要因は次のページの１３ページの一番上、

障害者介護給付費等負担金の増額でありまして、障害者総合支援費の増額に伴い国からの

負担金を増額計上するものであります。 

 戻りまして、１２ページになります。２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金２９３万

９，０００円、２４０万６，０００円の増。 

 ２目民生費国庫補助金７５２万円、５１万９，０００円の減。 

 ３目衛生費国庫補助金９３万円、増減なし。 

 ４目農林水産業費国庫補助金９２６万１，０００円、１０９万８，０００円の増。 

 ５目土木費国庫補助金１億１，６６１万１，０００円、１，８７０万３，０００円の増、

増額の主な要因は右側１３ページ、道路橋梁に係る社会資本整備総合交付金の増額であり

まして、長寿命化修繕事業による橋梁の修繕工事及び新たに舗装路面性状調査委託の実施

による増額計上であります。 

 ６目教育費国庫補助金９２１万３，０００円、１６万９，０００円の増。 

 ３項委託金、１目総務費委託金５７７万５，０００円、５５８万円の増、増額の主な要



因は右側１３ページの下から２行目になります。参議院議員選挙委託金の計上によるもの

であります。 

 ２目民生費委託金２万２，０００円、４，０００円の増。 

 １４ページです。１５款道支出金、１項道負担金、１目民生費負担金９，５３３万１，

０００円、２９８万４，０００円の増。 

 ２項道補助金、１目総務費補助金４万５，０００円、増減なし。 

 ２目民生費補助金９５８万９，０００円、１５８万７，０００円の減。 

 ３目衛生費補助金２５５万７，０００円、３０万６，０００円の増。 

 ４目農林水産業費補助金７，２２１万９，０００円、１，２２４万９，０００円の減、

減額の主な要因は右側１５ページの一番下、農業経営高度化促進事業補助金及び１７ペー

ジの上から２つ目になります。多面的機能支払交付金事業補助金の減額によるものであり

ます。 

 １６ページです。５目商工費補助金１６万１，０００円、１万円の減。 

 ３項委託金、１目総務費委託金１，３８９万３，０００円、４２２万２，０００円の増、

増額の主な要因は右側１７ページ中ほどの北海道知事北海道議会議員選挙委託金の計上に

よるものであります。 

 ２目民生費委託金１８１万７，０００円、増減なし。 

 ３目農林水産業費委託金１５８万８，０００円、１９万８，０００円の増。 

 ４目土木費委託金１４６万円、１０万９，０００円の増。 

 １６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入７５７万４，０００円、１３万

円の増。 

 ２目利子及び配当金４１８万６，０００円、７万９，０００円の増。 

 １８ページです。２項財産売払収入、１目不動産売払収入２，０００円、増減なし。 

 ２目物品売払収入１，０００円、増減なし。 

 ３目生産品売払収入３，０２１万５，０００円、１，０７２万１，０００円の増、これ

につきましては町有林間伐事業及び町有林素材生産事業の実施による素材売払収入の増額

によるものであります。 

 戻りまして、１７款寄附金、１項寄附金、１目総務費寄附金７，２００万円、２，２０

０万円の増、これにつきましては本年度寄附受け付け窓口となるポータルサイトを拡充し

たことにより、ふるさと応援事業寄附金の増額を見込むものであります。 

 １８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金６億１，６００万円、６，９

００万円の減、これにつきましては当初予算における財源不足を補うための財政調整基金

の繰り入れでありまして、普通交付税の増額等により昨年度と比較し、減額となるもので

あります。 

 ２目ふるさとまちづくり振興基金繰入金２２０万９，０００円、３万円の増。 

 ３目福祉事業基金繰入金２６１万９，０００円、１万８，０００円の減。 



 ４目各公共施設整備基金繰入金２，０００万円、２，０００万円の増、平成２５年度か

ら４年間にわたり借り入れいたしましたクリニックさろま建設事業の償還元金に充てるた

め、本年度より計画的に各公共施設整備基金からの繰り入れを行うものであります。 

 続きまして、２０ページです。１９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金３，０００万円、

増減なし。 

 ２０款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金１万円、増減なし。 

 ２項町預金利子、１目町預金利子２万円、８，０００円の増。 

 ３項受託事業収入、１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入５２万１，０００円、２，

０００円の増。 

 ４項雑入、１目過年度収入１万円、増減なし。 

 ２目居宅介護サービス計画費収入１７４万３，０００円、３０万６，０００円の増。 

 ３目介護予防サービス計画費収入７７万４，０００円、２５万８，０００円の減。 

 ４目雑入２，１５０万７，０００円、１６１万２，０００円の増。 

 ２２ページになります。２１款町債、１項町債、１目総務費債４，３６０万円、１，６

３０万円の減。 

 ２目民生費債１，１１０万円、１億５８０万円の減。 

 ３目衛生費債３，６８０万円、３，０９０万円の増。 

 ４目農林水産業費債７，０２０万円、１，４１０万円の増。 

 ２４ページです。５目商工費債２，４００万円、４００万円の増。 

 ６目土木費債７，２３０万円、７，５７０万円の減。 

 ７目消防費債２，０７０万円、５７０万円の増。 

 ８目教育費債３，７１０万円、３，７１０万円の増。 

 ９目臨時財政対策債９，０００万円、２，３００万円の減、国から示されました平成３

１年度の地方財政計画の減額要因に基づきまして、臨時財政対策債を減額するものです。 

 歳入合計４９億３，２１８万３，０００円、１億４６８万３，０００円の減です。 

 一般会計予算は以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 昼食のため午後１時まで休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第２、議案第１号から日程第８、議案第７号までを一括議題として議事を続けます。 

 建設課主幹。 

〇建設課主幹（北野宏幸君） 議案第２号を説明いたします。 

 議案第２号 平成３１年度佐呂間町簡易水道特別会計予算。 



（朗読部分記載省略） 

 続きまして、次のページの第２表を説明いたします。第２表、地方債。起債の目的、限

度額の順に説明し、起債の方法以降は読み上げを省略させていただきます。起債の目的、

若佐簡易水道区域拡張事業、限度額７，４８０万円、過疎債です。水道管移設補償事業、

限度額３，３２０万円、過疎債です。 

 続きまして、別途簡易水道予算説明書の２０１ページ、歳出より説明します。歳出、１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３，３９９万４，０００円、６１万９，００

０円の増。 

 ２０３ページです。２目簡易水道維持費１億１，７２８万円、９７０万１，０００円の

増、増減の主な要因は１３節委託料の２０６ページ上段から３つ目の佐呂間簡易水道事業

変更認可業務委託でありまして、現在本町では佐呂間、若佐、浜佐呂間の３つの簡易水道

の認可を受けて運営しているところですが、国庫補助事業の取り扱い定義が変更され、こ

の３つの簡易水道が道路延長で１０キロ未満に給水区域が存在する場合、国庫補助の採択

要件を満たさなくなることから、このたび３つの簡易水道を統合して、佐呂間町簡易水道

事業として推進するため、変更認可業務の委託を行うものであります。 

 ２０５ページです。３目給水施設費４６万円、９，０００円の増。 

 ２項基金積立金、１目基金積立金１，０００円、増減なし。 

 ２０７ページです。２款簡易水道施設費、１項簡易水道区域拡張事業費、１目簡易水道

区域拡張事業費１億２，４７７万８，０００円、２，７６９万５，０００円の増、増額の

主な要因は道営畑総事業との合併施工により進めています若佐簡易水道区域の拡張事業の

負担金の増額によるものであります。なお、議案説明資料の予算関係資料４４番で事業概

要を提出していますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 ２項簡易水道施設費、１目簡易水道施設費１億１，３３１万３，０００円、１億７万７，

０００円の増、増額の主な要因は北海道が管理する佐呂間別川の河川改修に伴い藤見橋の

かけかえ工事が実施され、水道管が支障となることから補償工事として実施するものであ

ります。これについても予算関係資料４４で概要を提出していますので、後ほどご照覧を

いただきたいと思います。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金７，１８５万円、７９万円の減。 

 次のページです。２目利子２１７万６，０００円、４１万１，０００円の減。 

 ４款予備費、１項予備費、１目予備費２００万円、増減なし。 

 歳出合計４億６，５８５万２，０００円、１億３，６９０万円の増。 

 戻りまして、１９７ページの歳入を説明いたします。歳入、１款使用料及び手数料、１

項使用料、１目簡易水道使用料１億４，６１５万６，０００円、３６２万円の増。 

 ２項手数料、１目手数料９万円、増減なし。 

 ２款国庫支出金、１項国庫補助金、１目簡易水道施設費補助金４，９８７万８，０００

円、１，１０７万８，０００円の増。 



 ３款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金１，０００円、増減なし。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金８，０５０万９，０００円、５

８１万７，０００円の増。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１００万円、増減なし。 

 ６款諸収入、１項雑入、１目給水施設維持料４５万９，０００円、８，０００円の増。 

 ２目雑入７，９７５万９，０００円、７，０７７万７，０００円の増。 

 次のページです。７款町債、１項町債、１目簡易水道事業債１億８００万円、４，５６

０万円の増。 

 歳入合計４億６，５８５万２，０００円、１億３，６９０万円の増。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 議案第３号をご説明いたします。佐呂間町議会定例会議案書

の１冊目をごらんください。 

 議案第３号 平成３１年度佐呂間町国民健康保険特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 国保医療につきましては、議案説明資料、予算関係資料番号４５にて医療費会計相関表

を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 予算説明書の２２６ページ、歳出からご説明いたします。歳出、１款総務費、１項総務

管理費、１目一般管理費５０４万４，０００円、６９万１，０００円の増、増額の要因は

共同電算化に要する経費、１８節備品購入費にて国保システム用パソコンの更新費として

４５万２，０００円、１９節負担金補助及び交付金、北海道クラウド運用保守負担金にて

システム機能強化に伴う負担金として２８万円増額計上となっております。 

 ２目連合会負担金８４万１，０００円、８万７，０００円の減。 

 ２項徴税費、１目賦課徴収費３０万１，０００円、増減なし。 

 ２２８ページです。３項運営協議会費、１目運営協議会費１５万５，０００円、増減な

し。 

 ４項医療費適正化特別対策費、１目医療費適正化特別対策費１５万６，０００円、３万

７，０００円の減。 

 ２款保険給付費、１項保険給付費、１目療養諸費４億４，９２７万９，０００円、２，

６４１万９，０００円の減、保険給付費につきましては各費用とも直近３年間の医療給付

費の平均伸び率に３０年度見込みを勘案し、算出しています。なお、保険給付費につきま

しては、歳入の保険給付費等交付金にて全額道から交付されるものであります。 

 ２目高額療養費６，２０４万８，０００円、１９４万６，０００円の減。 

 ２３０ページです。３目移送費１２万円、１２万円の減。 

 ４目出産育児諸費２９４万２，０００円、増減なし。 

 ５目葬祭費３０万円、３万円の増。 



 ３款国保事業費納付金、１項国保事業費納付金、１目医療給付費分２億１，００９万２，

０００円、５３２万５，０００円の増、納付金につきましては制度改正により３０年度か

ら医療費負担分を道に納めることとなっていますが、３１年度においては激変緩和額の減

少により負担額が増加しております。 

 ２目後期高齢者支援金分６，２３８万３，０００円、３３２万７，０００円の増。 

 ２３２ページです。３目介護納付金分２，８０１万６，０００円、１５１万３，０００

円の増。 

 ４款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目共同事業拠出金１，０００円、増減な

し。 

 ５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費３９５万１，

０００円、１４万３，０００円の減、特定健診の実施に当たり４０歳以上の節目年齢受診

者と６１歳から６４歳までの健診料の無料化、医療機関等での人間ドッグ受診者への検診

料一部負担など受診率向上対策を行います。 

 ２３４ページです。２項保健事業費、１目保健事業費７４万７，０００円、３万４，０

００円の増。 

 ６款基金積立金、１項基金積立金、１目基金積立金２万１，０００円、９，０００円の

増。 

 ７款公債費、１項一般公債費、１目利子１，０００円、増減なし。 

 ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金２５万円、

増減なし。 

 ２３６ページです。２目退職被保険者等保険税還付金１万円、増減なし。 

 ３目国庫支出金等返還金１，０００円、増減なし。 

 ４目一般被保険者還付加算金１，０００円、増減なし。 

 ５目退職被保険者等還付加算金１，０００円、増減なし。 

 ９款予備費、１項予備費、１目予備費５０万円、増減なし。 

 歳出合計８億２，７１６万１，０００円、１，７８２万３，０００円の減。 

 続きまして、歳入の２２０ページからご説明いたします。歳入、１款国民健康保険税、

１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税２億２，５５６万６，０００円、

３１５万９，０００円の増、国保税につきましては２９年度の所得額をもとに３１年度課

税分の所得額を推計の上、課税標準額を算出し、軽減額及び限度額超過額を控除し、算出

しています。限度額及び軽減対象所得基準額の改定分については、例年６月の国保運営協

議会で協議の上、６月議会でご審議いただいていることから、当初予算には反映していま

せんが、３１年度は約４，０００万円の赤字が予想されることから、一般会計からのルー

ル分以外の赤字補填目的繰入金の解消を図るため、基金の活用と税率改正を前提とした予

算となっております。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税６，０００円、増減なし。 



 ２款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金５億３，００２万円、２，６４

７万３，０００円の減、減額の要因は保険給付費が減額見込みであることから、その財源

である普通交付金が減額となるためです。 

 ２２２ページです。３款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金２万１，０

００円、９，０００円の増。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金６，１１８万４，０００円、４

４１万３，０００円の減。 

 ２項基金繰入金、１目国民健康保険事業基金繰入金１，０００万円、１，０００万円の

増、繰入金は国の指導によるルール分として、国保税の軽減を補填する保険基盤安定軽減

分、低所得者を多く抱える市町村を支援する保険基盤安定支援分、出産育児一時金の３分

の２を繰り入れする出産育児一時金分、病床数、年齢構成等に基づき地方交付税に算入さ

れる財政安定支援分、法定外として赤字決算とならないために一般会計にお願いするその

他分として繰り入れることになりますが、その他一般会計繰入金については制度改正にお

いて３５年度までに解消するべきとされているものです。しかし、国民健康保険税におい

て説明いたしましたが、３１年度においては相当の赤字が見込まれることから、法定外の

繰り入れで抑えるため国民健康保険事業基金から１，０００万円の繰入金を計上していま

す。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目療養給付費等交付金繰越金１，０００円、増減なし。 

 ２目その他繰越金１，０００円、増減なし。 

 ６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目一般被保険者延滞金１，０００円、増減

なし。 

 ２目退職被保険者等延滞金１，０００円、増減なし。 

 ２項雑入、１目一般被保険者第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ２目退職被保険者等第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ３目一般被保険者返納金１０万１，０００円、１，０００円の増。 

 ４目退職被保険者等返納金１，０００円、増減なし。 

 ２２４ページです。５目雑入２５万６，０００円、１０万６，０００円の減。 

 歳入合計８億２，７１６万１，０００円、１，７８２万３，０００円の減。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課主幹。 

〇建設課主幹（北野宏幸君） 議案第４号を説明いたします。 

 議案第４号 平成３１年度佐呂間町公共下水道特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 続きまして、第２表を説明いたします。第２表、地方債。起債の目的、限度額の順に説

明し、起債の方法以降は読み上げを省略させていただきます。起債の目的、公共下水道事

業、限度額１，４４０万円、過疎債です。 



 続きまして、別途公共下水道予算説明書の２４６ページ、歳出より説明いたします。歳

出、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１，６０２万１，０００円、３８万４，

０００円の増。 

 ２４８ページです。２款下水道費、１項公共下水道費、１目施設整備費３，８２３万７，

０００円、１，２８０万円の減、減額の主な要因は２４９ページ中段の工事請負費におい

て下水道管理センター設備改修工事費の減額によるものです。なお、議案説明資料の予算

関係資料４６で事業概要を提出していますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 ２目維持管理費４，４１５万円、３７７万７，０００円の減、減額の主な要因は委託料

でありまして、下水道管理システム導入が昨年度終了したため、その分が減額となってお

ります。 

 次のページ、２５０ページです。２項漁業集落排水費、１目施設整備費１０５万５，０

００円、５０７万１，０００円の減、減額の主な要因は工事請負費の漁業集落排水下水道

管渠工事の減額によるものです。 

 ２目維持管理費２，９５７万９，０００円、３２１万９，０００円の増、次のページで

す。増額の主な要因は、２５３ページ中段、１３節の委託料の下水道管理システム導入業

務委託料でありまして、公共下水道の管理システム導入が昨年度終了し、今年度から漁業

集落排水の管理システム導入業務を行うため増額となりました。これについても予算関係

資料４６番で事業概要を提出していますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 ２５２ページ下段です。３目基金積立金４万９，０００円、２万２，０００円の増。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金８，２１９万９，０００円、６０７万６，０００円

の増。 

 次のページです。２目利子１，２０３万８，０００円、１３７万２，０００円の減。 

 ４款予備費、１項予備費、１目予備費２００万円、増減なし。 

 歳出合計２億２，５３２万８，０００円、１，３３１万９，０００円の減。 

 戻りまして、２４２ページ、歳入です。歳入、１款分担金及び負担金、１項分担金、１

目公共下水道受益者分担金５０万円、増減なし。 

 ２目集落排水受益者分担金５０万円、増減なし。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目公共下水道使用料４，５５９万円、６８万６，

０００円の増。 

 ２目集落排水使用料９９７万５，０００円、１５万３，０００円の増。 

 ２項手数料、１目手数料６万円、増減なし。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費補助金１，９００万円、７２０万円の

減。 

 ４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金４万９，０００円、２万２，０

００円の増。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金１億２，８３５万３，０００円、



３８万円の減。 

 ２項基金繰入金、１目漁業集落排水事業償還基金繰入金５９０万円、増減なし。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１００万円、増減なし。 

 次のページです。７款諸収入、１項雑入、１目雑入１，０００円、増減なし。 

 ８款町債、１項町債、１目公共下水道事業債１，４４０万円、６６０万円の減。 

 歳入合計２億２，５３２万８，０００円、１，３３１万９，０００円の減。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課主幹。 

〇保健福祉課主幹（片岡満之君） 続きまして、議案第５号、介護保険特別会計予算を説

明いたします。 

 議案第５号 平成３１年度佐呂間町介護保険特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 介護保険会計につきましては、３１年度が第７期介護保険事業計画の２年目となります。

なお、予算関係資料４８にて佐呂間町介護保険特別会計相関表を提出しておりますので、

後ほどご照覧願います。 

 予算説明書の２６９ページ、歳出から説明いたします。歳出、１款総務費、１項総務管

理費、１目一般管理費６１万６，０００円、２９万７，０００円の増。 

 ２項徴収費、１目賦課徴収費４１万円、４万円の減。 

 ２７１ページです。３項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費３９５万７，０００

円、１７万１，０００円の増。 

 ２目認定調査費１９２万３，０００円、１，０００円の減。 

 次の２款保険給付費及び３款地域支援事業費の介護予防・生活支援サービス事業費の増

減の主な要因は、３０年度の実績推計によるものです。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス等給付費２億５，５

２９万７，０００円、１５３万２，０００円の減。 

 ２目施設介護サービス等給付費１億７，５４０万円、２６７万円の増。 

 ２７３ページです。３目居宅介護福祉用具購入費９０万４，０００円、１３万７，００

０円の減。 

 ４目居宅介護住宅改修費２６１万１，０００円、４１万７，０００円の減。 

 ５目居宅介護サービス計画費１，７５８万６，０００円、３８万３，０００円の減。 

 ２項高額介護サービス等諸費、１目高額介護サービス費１，０１６万円、９１万９，０

００円の減。 

 ３項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス等費２，４９７万１，

０００円、７１万５，０００円の減。 

 ４項その他諸費、１目審査支払手数料３６万８，０００円、３万２，０００円の減。 

 ２７５ページです。３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１



目介護予防・生活支援サービス事業費１，４２４万５，０００円、１９３万１，０００円

の減。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費４６万７，０００円、１６万６，０００円の増。 

 ２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費１０３万円、３万７，０００円の増。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費、１目総合相談事業費１，２８３万６，０００円、２

０２万６，０００円の増、主な要因は地域包括支援センター車の購入によるものでござい

ます。予算関係資料４７を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、２７７ページ、２目権利擁護事業費８万６，０００円、増減なし。 

 ２７９ページ、３目任意事業費２４８万８，０００円、１２万５，０００円の減。 

 ４目在宅医療・介護連携推進事業費３０万円、３０万円の増、これは要因としましては

クリニックさろまと連携で理学療法士を招き、医療及び介護従事者向けの研修会などを計

画しているものでございます。 

 ４項その他諸費、１目審査支払手数料４万１，０００円、２万２，０００円の増。 

 ４款基金積立金、１項基金積立金、１目基金積立金３，０００円、増減なし。 

 ５款諸支出金、１項返還金、１目第１号被保険者保険料還付金１万円、増減なし。 

 ２８１ページです。２目国庫支出金等返還金１，０００円、増減なし。 

 ３目第１号被保険者還付加算金１，０００円、増減なし。 

 ６款予備費、１項予備費、１目予備費５０万円、増減なし。 

 歳出合計５億２，６２１万１，０００円、５４万３，０００円の減。 

 続いて、歳入の２６５ページから説明いたします。歳入、１款保険料、１項介護保険料、

１目第１号被保険者保険料９，９７９万５，０００円、２１９万９，０００円の減、保険

料は第７期介護保険事業計画で定めた保険料に対し、国は引き続き公費を投入して低所得

者の保険料の軽減を行うこととしています。なお、軽減された保険料分は、国が２分の１、

道と町がおのおの４分の１を負担することとなっており、６款繰入金に計上しております。 

 ２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費国庫負担金８，４７７万円、５０万

円の減。 

 ２項国庫補助金、１目調整交付金３，８４９万６，０００円、２５６万円の減。 

 ２目地域支援事業交付金９６０万２，０００円、２４万１，０００円の増。 

 ３目事業費補助金１，０００円、１，０００円の増。 

 ４目保険者機能強化推進交付金８５万７，０００円、８５万７，０００円の増。 

 ３款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金１億３，１５７万１，

０００円、３９万６，０００円の減。 

 ２目地域支援事業支援交付金４２６万２，０００円、４６万１，０００円の減。 

 ４款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金７，３６０万２，０００円、２万

３，０００円の増。 

 ２６７ページです。２項道補助金、１目地域支援事業交付金４８０万１，０００円、１



２万円の増。 

 ３項委託金、１目総務費委託金１，０００円、増減なし。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金３，０００円、増減なし。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金６，０９１万２，０００円、

１８万３，０００円の減。 

 ２目地域支援事業繰入金５８２万１，０００円、５８万８，０００円の増。 

 ３目低所得者保険料軽減繰入金４２９万３，０００円、３４８万３，０００円の増。 

 ４目その他一般会計繰入金７４１万８，０００円、４４万３，０００円の増。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ８款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目第１号被保険者延滞金１，０００円、増

減なし。 

 ２目過料１，０００円、増減なし。 

 ２項雑入、１目第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ２目返納金１，０００円、増減なし。 

 ３目雑入１，０００円、増減なし。 

 歳入合計５億２，６２１万１，０００円、５４万３，０００円の減。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 特養園長。 

〇愛の園園長（櫻井政彦君） 議案第６号をご説明いたします。定例会議案書のほうに戻

っていただきたいと思います。 

 議案第６号  平成３１年度佐呂間町介護サービス事業特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページでございます。第２表、地方債、起債の目的、特別養護老人ホーム外壁改修

事業、限度額８２０万円、過疎債及び介護サービス債であります。なお、起債の方法、利

率、償還の方法につきましては説明を省略させていただき、予算説明書の介護サービス事

業特別会計、歳出、２９３ページよりご説明をいたします。歳出、１款総務費、１項施設

管理費、１目特別養護老人ホーム費２億５，８８１万６，０００円、４６４万１，０００

円の増でありまして、増減の内訳といたしましては２９４ページ、給与費において先ほど

総務課長より人件費算出基礎において説明がありましたけれども、介護、看護職のさらな

る待遇改善の一環として、国の介護職員処遇加算制度を活用した処遇改善手当として月額

１万８，０００円を支給することに伴い職員手当等が、また特別養護老人ホーム運営に要

する経費では７節賃金、代替人夫賃等において雇用日数の増及び処遇改善のための賃金単

価の上乗せに伴い、それぞれ増額となっているところであります。なお、これら処遇改善

手当の詳細につきましては、水色の表紙、町議会提出議案説明資料、予算関係資料番号４

９にて資料提出しておりますので、後ほどご照覧願います。さらに、本年度の事業といた

しましては、２９８ページ、１５節工事請負費において平成３０年度において事業を取り



やめました外壁改修工事を道の補助事業として実施し、施設の長寿命化を図り、入所者が

快適で安心した生活が過ごせるよう改修を行うものであります。なお、事業の内容等につ

きましては、こちらも水色の表紙、町議会提出議案説明資料、予算関係資料番号５０にて

資料を提出しておりますので、後ほどご照覧をいただきたいと思います。 

 続きまして、２９７ページでございます。２款公債費、１項公債費、１目元金２４６万

７，０００円、４７万５，０００円の減。 

 ２目利子８万円、１万３，０００円の減、公債費につきましては平成１８年借り入れの

過疎債の償還終了に伴います減額であります。 

 ３款予備費、１項予備費、１目予備費１００万円、増減なし。 

 歳出合計２億６，２３６万３，０００円、４１５万３，０００円の増。 

 続きまして、歳入をご説明いたします。２９１ページをお開きください。歳入、１款サ

ービス収入、１項介護給付費収入、１目居宅介護サービス費収入４８９万円、６万５，０

００円の増。 

 ２目施設介護サービス費収入１億３，３７６万５，０００円、７８６万９，０００円の

増、増減の中身といたしましては介護報酬改定による増額、また歳出でご説明いたしまし

た処遇改善手当支給に係る介護報酬の介護職員処遇改善加算分の増額となっているもので

あります。 

 ２項自己負担金収入、１目自己負担金収入３，２５０万円、１１０万５，０００円の減。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目施設利用手数料１，０００円、増減なし。 

 ３款道支出金、１項道補助金、１目総務費補助金２，４７２万５，０００円、２，４７

２万５，０００円の増でありまして、歳出でご説明いたしました外壁改修事業に伴う道補

助金の増額によるものでございます。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金５，７８７万３，０００円、６

１２万円の減。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ６款諸収入、１項雑入、１目雑入４０万８，０００円、８万１，０００円の減。 

 ７款町債、１項町債、１目特別養護老人ホーム債８２０万円、２，１２０万円の減。 

 歳入合計２億６，２３６万３，０００円、４１５万３，０００円の増であります。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 定例会議案のほうにはお戻りください。議案第７号を説明い

たします。 

 議案第７号 平成３１年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 続きまして、予算説明書の３１０ページ、歳出からご説明いたします。歳出、１款総務

費、１項総務管理費、１目一般管理費６４万円、２４万７，０００円の減。 



 ２項徴収費、１目徴収費４３万５，０００円、増減なし。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高

齢者医療広域連合納付金８，９８３万９，０００円、３７２万６，０００円の増、医療給

付費と事務費の負担分として保険料と繰入金予算の事務費分、保険基盤安定分を合わせて

広域連合に納付するもので、広域連合全体の診療項目ごとの実績値により増額となってお

ります。 

 ３款保健事業費、１項保健事業費、１目保健事業費８１万１，０００円、５，０００円

の増。 

 ３１２ページです。４款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１０

万円、増減なし。 

 ２目還付加算金１万円、増減なし。 

 ５款予備費、１項予備費、１目予備費１０万円、増減なし。 

 歳出合計９，１９３万５，０００円、３４８万４，０００円の増。 

 続きまして、歳入、３０８ページからご説明いたします。歳入、１款後期高齢者医療保

険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料３，５８４万３，０００円、３０

９万９，０００円の増。 

 ２目普通徴収保険料２，３４１万８，０００円、２０２万４，０００円の増、昨年度改

定されました保険料率に基づき広域連合が算出したもので、全体の６割が年金から引き落

とす特別徴収、４割が口座振替などの普通徴収となります。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金５１３万２，０００円、１０５万

５，０００円の減。 

 ２目保険基盤安定繰入金２，７４０万５，０００円、３７万９，０００円の減、本町と

広域連合が行う事務費と保険料の軽減分全額を一般会計から繰り入れるもので、一般会計

では軽減分のうち北海道から４分の３が拠出されています。 

 ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ４款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金１，０００円、増減なし。 

 ２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１０万円、増減なし。 

 ２目還付加算金１万円、増減なし。 

 ３項雑入、１目雑入２万５，０００円、増減なし。 

 国庫支出金、廃款、ゼロ円、２０万５，０００円の減。 

 歳入合計９，１９３万５，０００円、３４８万４，０００円の増。 

 これをもちまして平成３１年度佐呂間町一般会計及び各特別会計予算の全ての提案理由

の説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） 以上で議案第１号から議案第７号までの説明が終わりました。 

 お諮りします。本案については、議長を除く９名の委員をもって構成する予算特別委員

会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 



（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案については９人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託して審査することに決定をいたしました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、お手

元に配付の名簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、予算特別委員会の委員はお手元に配付いたしました名簿のとおり選任する

ことに決定をいたします。 

 暫時休憩をいたします。なお、予算特別委員会は休憩中に正副委員長の互選をお願いい

たします。 

 

休憩 午後 ２時０３分 

再開 午後 ２時２５分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（吉野正剛君） これから諸般の報告を行います。 

 休憩中に予算特別委員会が開催され、委員長に船木議員、副委員長に土田議員が選任さ

れました。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎休会の議決 

〇議長（吉野正剛君） お諮りします。 

 平成３１年度一般会計、各特別会計予算に係る付託案件審査等のため、３月９日から３

月１２日までの４日間休会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、３月９日から３月１２日までの４日間休会することに決定をいたしました。 

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（吉野正剛君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会をいたします。 

散会 午後 ２時２５分  
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